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「東京都新型コロナウイルス感染症対策本部会議」 

 

令和 2 年 1 月 30 日（木）15 時 15 分  

都庁第一本庁舎 ７階特別会議室（庁議室） 

 

【危機管理監】 

これより「東京都新型コロナウイルス感染症対策本部会議」を開催します。 

それでは冒頭、本部長より発言を頂きたいと思います。 

【都知事】 

皆様には、連日お集まりいただいています。また、各部署・現場で大変努力していた

だいているところと思われます。 

本日も中国武漢市から第２便として在留邦人２１０名を乗せた航空機が羽田空港に着

陸し、咳等の症状がある１３名の方が病院に搬送されました。 

国内でもヒトからヒトへの感染が確認されました。また、武漢市からの帰国者のなか

には、症状はないがウイルスを保菌している方もいらっしゃいました。対策も新しいフ

ェーズに入ったものと思われます 

政府は本日、新型コロナウイルス感染症対策本部を設置し、感染拡大の防止などの対

策を一層強化することを決めました。 

東京都としても新型コロナウイルス感染症の対策に万全を期すため、これまでの「危

機管理対策会議」を格上げし、私を本部長とする「東京都新型コロナウイルス感染症対

策本部」を設置することとしました。 
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これまで危機管理対策会議を 4 回にわたり開催し、関係各局と連携しながら、情報提

供と感染の拡大防止に取り組んできました。武漢市から帰国する在留邦人への対応にも

万全を期してきました。また、中国への約 2 万着の防護服提供や国に対する緊急要望の

実施等、積極的な役割を果たしてきました。 

今後も予断を許さない状況が続き、厳しい事態が生じる可能性もあるため、都民の安

全・安全の確保に向けて、各局これまで以上に感染症の拡大防止対策に努めていきたい

と思います。 

【危機管理監】 

配布資料として、新型コロナウイルス感染症に関する対応について、現在の状況、都

内発生状況、国の動き、都の動きについてまとめております。また、国の感染症対策本

部における資料を添付しています。 

 それでは各局からのご発言をお願いします。福祉保健局からお願いします。 

【福祉保健局】 

本日第 2 便で帰国された邦人への対応として、国からの要請に基づき、滞在先となる

警察大学校及び西ヶ原研修所へ医療専門職等を派遣し、帰国された方からの医療保健相

談に 24 時間体制で対応します。 

また、対策本部の設置を受け、福祉保健局内でも感染症対策に万全を期す体制を整備

しました（配布資料の「福祉保健局の対策組織」を参照）。今後、各局と様々な場面で

連携することになると思いますので、よろしくお願いいたします。 

【危機管理監】 

続きまして、産業労働局からお願いします 

【産業労働局】 

新型コロナウイルス感染症の流行により、都内の中小企業者の事業活動に影響が生じる
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恐れがあることから、本日、事業者向けの特別相談窓口を設置しました（配布資料の

「新型コロナウイルスに関する中小企業者等特別相談窓口の設置について」を参照）。 

また、金融部に資金繰りに関する相談窓口を、中小企業振興公社に経営全般に関する

相談窓口を設置し、整備融資等の支援策の紹介や経営アドバイス等を行っていきます。 

【危機管理監】 

その他、発言のある局はございますか。それでは、教育庁からお願いします。 

【教育庁】 

区市町村立の学校を含めまして、都内の各学校ではインフルエンザ等の感染症対策と

して児童生徒の健康観察、手洗いや咳エチケットの徹底、関係部署や関係機関との迅速

な情報提供等を行ってきました。そして、新型コロナウイルス感染症の対応として、最

新の関連情報や対策の徹底について、数度にわたり学校に周知しています。本日、家庭

での感染症対策についても、都や国が作成したリーフレットを添付し、保護者への正確

な情報提供や感染予防、発生時の対応等について学校医や保健所との連携を更に徹底す

るよう学校に通知し、学校での感染症対策の一層の強化を図っていきます。 

また、武漢市から帰国した生徒の保健や就学等の状況について、最新の情報を正確に

把握し、文部科学省等とも連携し、適切な対応を図っていきます。 

【危機管理監】 

 続きまして、港湾局からお願いします。 

【港湾局】 

東京港では、水際対策として、東京港保安委員会の枠組みを通じて、船会社をはじめ

港湾関係者への最新情報の提供、ポスター掲示などによる注意喚起を実施しています。 
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この度、事態の重要性に鑑みて、保安委員会のメンバーを拡大し、明日 1 月 31 日に

「新型コロナウイルスに関連した感染症対策連絡会」を開催することとし、改めて官民

による最新情報の共有などを通じて、水際対策に万全を期していきます。 

【危機管理監】 

他に発言のある局はございますか（挙手なし）。 

配布資料に一部訂正があります。タイトルが「新型コロナウイルス関連肺炎に関する

対応」となっている資料の「１．現在の状況」の「都内発生状況」について、資料では

5 名と記載されていますが、正しくは 3 名です。そして、内訳の「中国から帰国した在

留邦人」が正しくは１名です。「海外からの旅行者」については、２名で訂正はござい

ません。 

それでは本部長からご発言いただきます。 

【都知事】 

これまで各局で様々な対応をしていただき、ご苦労様です。 

課題は 2 点あり、邦人保護と感染の拡大防止です。引き続き武漢から在留邦人が帰国

されます。そして、今後何よりも必要になることは、感染症対策の基本である「予防の

徹底」、「早期探知のためのサーベイランス」、「疫学調査等に基づく感染拡大防止策」

「検査体制・医療体制の確保」、「都民の皆様への正しい知識と情報の提供」です。 

また、武漢から帰国される在留邦人の宿泊施設の確保や応援体制の整備など、不測の

事態に備えて、しっかりと準備を進めてください。 

このため、国、区市町村、関係機関と連携し、庁内が一丸となって対策の徹底に万全

を期してください。 
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【危機管理監】 

ありがとうございました。各局、各機関とも本部長のご発言内容の徹底をお願いしま

す。 

 以上で、「東京都新型コロナウイルス感染症対策本部会議」を終了します。 

 

以上 


